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言行はこれに照らしてから

ロータリーの綱領

１．知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること

２．職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し
　　社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること

３．ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において
　　日々、奉仕の理念を実践すること

４．奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解
　　親善、平和を推進すること

Of the things we think, say or do

ロータリーの綱領は、有益な事業の基礎として奉仕の理想を鼓吹し
これを育成し、特に次の各項を鼓吹育成することにある。

1. 真実か　どうか
2. みんなに公平か
3. 好意と友情を深めるか
4. みんなのためになるか　どうか

1. Is it the TRUTH?
2. Is it FAIR to all concerned?
3. Will it build GOODWILL and BETTER FRIENDSHIPS?
4. Will it be BENEFICIAL to all concerned?

四つのテスト

付記 「ロータリーの目的」の４つの項目は、等しく重要な意味を持ち、また同時に行動を
　　　　おこさなければならないものであるということで、ＲＩ理事会の意見が一致した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロータリー章典２６．０２０）

　皆様こんにちは。
　
　本日、平塚 RC創立 60周年記念式典を挙行するにあたり、かくも多数の方々のご臨席
を賜り、 誠に有り難く厚くお礼申し上げる次第です。
　
　平塚 RCは 1957 年 2月、横浜 RC様のスポンサーにより、県下 7番目、日本では丁度
200番目のクラブとして創設され、以来 60年、本日の記念すべき日を迎えることが出来
ましたことは、ひとえに皆様のご指導・ご鞭撻、 そしてクラブの先輩の営々たるご努力が
あったからこそ、 と改めて感謝申し上げるところであります。
　
　ロータリーの先達の言葉に「入りて学び、出でて奉仕せよ」がごさいます。この 60年、
内では会員同士で学び合い、外では地域と国際社会の為に奉仕と親睦を重ねております。
地域奉仕の主なものとしましては、まず平塚 RC文化大賞の設営があります。平塚市の青
少年育成、教育、文化、産業発展に貢献した個人、団体を表彰するものです。そして少年
少女マラソン大会、良い音楽に親しむ会、平塚市緑化まつりでの巣箱造り教室の開催七夕
祭りへの会員手造り飾りによる参加等を毎年実施しております。

　一方国際奉仕としては、国際ロータリー共通のテーマでありますポリオ撲滅、更には米
山奨学生への支援と交換留学生の受け入れ、そして今年度から中国ハンセン病快復支援・
日中若者交流事業を実施しております。

　また、 横のつながりとして台湾の台南東 RC、 米国カリフォルニアのレッドウッド RCと
の国際交流、平塚市の姉妹都市である花巻 RCと親しくさせて頂いております。本日は台
南東 R C、花巻 R C、そして台湾の繋がりで尼崎北 R C の皆様にもご臨席頂いております。 
遠路からのご来訪、誠にありがとうございます。

　平塚 R C は、先輩会員が築き上げた歴史と伝統、 そして文化を継承し、更には時代の変
化に対応しつつ誇りと謙虚さを持ったクラブとしてこれからも活動して参ります。
皆様のご理解とご支援を引き続きお願い申し上げます。
最後になりますが、本日ご臨席頂きました皆様のご繁栄、ご健勝を心よりお祈りしまして
私のご挨拶と致します。

　本日は誠に有り難うございます。

2016-2017 年度　平塚ロータリークラブ　会長　清水孝一

60 周年記念式典
会長挨拶録
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2016 年７月

2016 年８月

2016 年９月

2016 年 10月

2016 年 11月

2016 年 12月

2017 年１月

2017 年２月

2017 年３月

2017 年４月

2017 年５月

2017 年６月

「第 66回 湘南ひらつか七夕まつり」で飾りを掲出

「第 66回 湘南ひらつか花火大会見学家族会」を平塚プレジールで開催

第８グループ「第一回新会員の集い」を平塚商工会議所で開催

秦野での地区大会に参加
ガバナー公式訪問

クラブ創立 60周年記念 “End Polio Now” チャリティーゴルフコンペを
レイクウッドゴルフクラブにて開催
上期情報集会開催

クラブ年次総会開催
クリスマス家族会を開催
クラブ創立 60周年記念事業 “中国ハンセン病快復者支援” で広州の施設を
視察（８名）
姉妹クラブ「台南東 RC」創立 50周年記念式典参加

ニューイヤーコンサート開催

第８グループ I M に参加
地区ロータリーDAY参加
第８グループ「第二回新会員の集い」に出席
クラブ創立 60周年記念式典をホテル・サンライフガーデンにて開催
クラブ創立 60周年記念事業 “日中若者交流会” をホテル・サンライフガーデン
にて開催

「第 47回 少年少女マラソン大会」を平塚競技場で開催
会員健康診断実施

地区研修協議会に参加
新旧ガバナー補佐来場
平塚緑化まつりにて巣箱づくり教室開催

クラブ創立 60周年記念講演会 “伝える力” ／髙田明氏　開催
企業訪問・春の家族会で横浜赤レンガ倉庫散策と横浜スタジアム見学
下期情報集会開催

友好クラブ「花巻 RC」訪問・例会出席（７名）
R I アトランタ国際大会に出席（３名）

2016 ー 2017 年
主な活動報告

ガバナー：佐野 英之
ガバナー補佐： 麻生 政雄

会長：清水 孝一
幹事：高橋 賢二

会長エレクト 片野之万
副会長 杉山昌行

期末会員数　61名

　創立 60 周年を迎え全会員が一丸となって 取り組んだ 1年間でした 。長きに渡り多
くの会員が奉仕の精神を持って平塚ロータリークラブを支えていた心を大切にして実行
されました。2016 年 11月 14日には絶好のゴルフ日和の中、46組 175名のロータリ
アン及び関係者に御出席をいただき “ エンドポリオ Now" のチャリティーゴルフ大会
が開催 され、60周年のスタートを切 りました。

　翌年の 2月 23 日にはホテル・サンライフガーデンにて創立 60 周年記念式典が開催
され、来賓の皆様、地区ガバナー、スポンサークラブ、姉妹クラブのご祝儀をいただ
き 150 名余りの大きな式典で祝うことができ、改めて平塚 RC60 周年の歴史を感じ
る事になりました。5月 12 日にはラスカホールにおいて記念講演を行い、ジャパネッ
トたかたの創業者高田明氏にご講演をいただき、ホールー杯の 400 名を超える市民・
会員の皆様のご出席をいただいたことで平塚ロータリーの活動を広め理解をいただく
ことができました。

　また、記念事業として中国ハンセン病のボランティアに関わる支援を、地区補助金の
申請をして実施しました平塚ロータリーからも、中国広東省広州市へ訪問し実態の視察
と、ボランティアの支援団体 JIA と交流して活動に対する支援金としてお返しすること
ができました。

　さらにロータリー活動を広く理解していただくためにパネル展等を開催するなど非常
にメンバー全員が活発に活動をした 1 年間となりました。今後もロー タリーの活動の
基本である奉仕活動の実践感を忘れず次のステップに進めたことを確信できた年となっ
たと考えています。

　更なる平塚ロータリークラブの 発展を信じつつ報告といたします。

2016-2017 年度　平塚ロータリークラブ　創立実行委員長   常盤卓嗣

平塚ロータリークラブ
創立 60周年報告
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歴代 会長の思い出祝辞

　平塚ロータリークラブの創立 60周年、 誠におめで
とうございます。平素より県政の推進にご理解いただ
き、寄付活動等を通し、ご支援・ご協力賜 っておりま
すことに感謝申し上げます。

　貴会におかれましては、 平塚市少年少女マラソン
大会の開催や平塚市緑化まつりでの巣箱づくりや麻薬
撲滅キャンペーンの実施、その他各種地域イベントへ
の協力などを通し、社会福祉の向上や青少年の健全育
成など、多方面にわたる社会奉仕活動を積極的に続け
てこられました。60年という長きにわたり、地域社
会の発展にご貢献いただいておりますことに、深く感
謝申し上げますとともに、皆様の地域を愛する熱い思
いと奉仕の精神に対し、 心より敬意を表します。

　現在日本では、平均寿命が延び、少子化が進むこと
で、先進国の中でも群を抜いて高齢化率が高くなって
おり、なかでも神奈川県は、今後全国でも最も速い
スピードで超高齢社会へ移行することが予測されてい
ます。そこで本県では、みんなが笑顔で暮らせるよう
な明るい超高齢社会にすべく、健康寿命日本一を目指
した取り組みを行っております。そのためには健康と
病気の間の状態である「未病」を改善することが重要
です。 未病の改善には、食・運動・社会参加の3つの
要素が大切であり、県でもそのための様々な施策を講
じてまいりますが、実際に地域の中で深く浸透させる
ためには、皆様方のロータリークラブのような組織
の支えが必要不可欠であると考えております。 

　人生百歳時代は日本から急速に進みますが、世界的
傾向です。社会奉仕と国際親善を目的とするロータリ
ークラブの皆様方には、より良い社会、より良い神奈
川をともにつくるべく、是非ともお力添えを賜りたく
お願い申し上げます。

　結びに、平塚ロータリークラブの益々のご発展と、
メンバーの皆様のご健勝とご活躍を祈念し、お祝い
の言葉とさせていただきます。

神奈川県知事　黒岩祐治

　他のクラブにさきがけて、初めての女性会長誕生と
いうことで、少々たよりない会長でしたがベテランの
会員方と優秀な柏手幹事に，大変助けていただきま
した。親睦を第一とするソフトな楽しい例会をめざ
して出発しました。 

1.　ロータリーの原点回帰の精神で例会の最初に「4
　   つのテスト」を全員で斉唱
2.　例会の席も 4 回に一度は、 くじ引きで「スクラ
　   ンブル」にする
3.　例会の入口では積極的にお互いに握手をして歓
       迎する

　女性の視点から親睦のために、以上 3つのことを
提案しました。1, 2、については今日でもつづいて定
着しておりますので嬉しく思っています。

　また、この年は 1000 年に一度という未曽有の「東
日本大地震」が発生し、死者、行方不明者が 2万人
以上も発生し、福島第一原子力発電所が攘滅的な被害
で放射能汚染という大震災に見舞われました。
3月 11日以降は日本中ですべての活動が自粛され、
クラブもほとんど活動はできず、支援一辺倒となりま
した。 我がクラブもすぐに姉妹クラブである花巻ロ
ータリークラブに10 0万円の義援金をおくりました。
第8グループとしても、いち早く大型トラック2台分
の物資を市民の方々のご協力を得て送ることができま
した。

　時を同じくして台南東ロータリークラブからも当
クラブヘ「お見舞金として 1 0 0 万円」がおくられて
きました。 その大金も、すぐに平塚市を通し、災害救
助都市の石巻市」に義援金としてお送りしました。
台南東クラブに「日本国民のひとりとしても、 心から
お礼申しあげます」と電話をしましたところ「当た
り前ですよ。兄弟ですもの」というお返事をいただき、
感動したのをおぼえています。

　いいこともありました。 この年から平塚市の七夕
まつりに参加してロータリーの飾りを掲出し、入賞し
ました。また、地区大会の本講演者に、45年前我が
クラブでお世話した米山奨学生、 徐重仁さんが選ばれ
ました。秦野ロータリーと、厚木ロータリーが、我
がクラブの子クラブとして 50 周年をむかえ、自粛
ムー ドのなかでささやかに記念例会を行い、親クラ
ブとしてお祝いに参列することができました。

第 55代会長 (2010-11) 桐本美智子

　本年度埼玉八潮RCに席を置く田中作次RC会長は、
―奉仕を通じ平和をー  とスローガンを掲げられまし
た。若いころご苦労をされ、職業奉仕をベースに持た
れ、自身の大戦経験からを意識されての事と思います。

　当クラブも近づく創立 60周年を控え、 クラブ内の
ありようを改めて模索、確認すべく、ロータリー活動
の原点を見つめてみようと思いました。地区内70余
に於けるクラブ数の中で常にトップテンに近い会員数
を誇り、ガバナー の輩出こそ未だ無きクラブであっ
ても、その歴史、見識の高さは充分に知られており
目標とされるクラブ作りに腐心して行こうと思いま
した。 その為の自身へのスローガンがNoblesse.Oblige
（ロータリアンたる者、社会の手本となり率先して奉
仕の行動をしなければならない）でした。

　クラブ研修リーダーに升水一義君を指名、入会3年
未満の会員を対象に、基本勉強会を開催。 委員会を
パスト会長、役員で固め、毎月例委員会を開催し議論
を深めました。 年三回開催された研修会も、親睦をベ
ー スに楽しみながら、改めてクラブの歴史、事業内容
等の理解をする良い機会となりました。

　外来講師に、足柄 RC に席を置く山地裕昭パスト
ガバナーをお招きし “入りて学び、出でて奉仕せよ”
のセオリーもよろしく研修会との同調も諮ってみま
した。経過事業は「例会は楽しく」の菅原光志ガバ
ナーに共鳴、心がけました。

　第8グループのIMは、常盤卓嗣実行委員長のもと、
芦川浩ガバナーを支えるホストクラブとしてのお役
目を充分に果たせたものと自負しています。その折
講師として、五十嵐静夫氏（JTB平塚支店長の折当ク
ラブ会員）を迎え、JC、平塚市民同席のイベントと
し RCのありようを PRできた席で有ったとも言えま
す。反面、友好クラブ台南東 RC創立 46周年記念例
会訪問直前に体調を崩し、牧野國雄エレク トはじめ
皆様に大変ご迷惑をおかけした事を改めてお詫びす
ると共に、未だに心残りに思い出されます。

　その他ボリュウムアップの事業消化の１年であっ
たと思います。これらを無事消化できたのも、偏に
清水雅広幹事の、気配り、縁の下の支えと、先輩、 会
員各位のご指導、ご助力の賜物と改めて感謝申し上げ
ます。

第 57代会長 (2012-2013) 小飯塚立雄

　平成 13 年 (2001 年）に入会させて頂いて 5年目
にして平塚ロータリークラブの創立50周年記念を迎
え、木島会長（市・元助役）のもと、親クラブである
横浜ロータリークラブに赴いたり、周年毎に子クラブ
を創ってる当クラブ関係で各クラブの記念行事が多
く、大変忙しい年で幹事という大役を仰せつかり身
の引き締まる思いがしました。

　会長の時、清水学園の清水裕会員に幹事をお願い
し、才能が豊かな方で非常に楽でした。 国際ロータリ
ーロンD . バートン会長 (USA) のテーマは '’ ロータリ
ーを実践しみんなに豊かな人生を “と掲げられました。 
第 8グループのガバナー補佐として、我がクラブより
ガラス絵作家、桐本美智子女史がなられました。 総合
公園の原っぱで市の緑化まつりの時に、RI の大きな
課題である『End Polio Now』のキャンベーンを開催
し、あと一息で世界からポリオ患者の発生が無くなる
ということで、完全に撲滅するため EPNの Tシャツ
を着て風船とリーフレットで大々的に市民にアピー
ルしました。 ふじさわ湘南ロータリークラブの相澤
光春ガバナーも来ていただき感激していました。

　地区の米山奨学・学友委員として出向、モンゴル
国出身で東海大建築科へ留学の米山奨学生ダンディ
ボーイのガンバエル ・ ツェルメン君のカウンセラー
として、2 年間受け容れこの 3 月に無事卒業する予
定です。それから明治大学の大学院へ行くそうです。

　会食を初めて 12時 15分より行い、ゆっくり食事
を頂き乍らメンバーとの交流時間を設けました。 新会
員にゴルフを楽しむ方が増えたため、当クラブのゴル
フコンペを年に 2 回清水雅広会員に開催をお願いし
ました。病で出席の滞っている会員のお見舞いと現
在の RC の状況を話に伺い、パ ソコン好きの今村信
夫画伯、・大塚健次税理士にお会いしました。その
後お二人とも逝かれました。

　企業訪問は私が大学時代習志野キャンパスの卒業
研究で、農業用にセスナ機の翼を布で作ったフレック
スウイングに変えてコストダウンを図る為、模型を作
って研究をしていましたので、航空機には興味が深く
JAL整備工場・オペレーションセンターの見学は貴重
な経験でした。また、世界大会がオーストラリアの
シドニーで開催され、トマトの苦手な高所恐怖症の
方がビーチサンダルでハーバーブリッジ通り、能書き
の一言と食事の好き嫌いの激しい人が大根おろしの
思い出と海苔しか食べなかったり、甘い物には目が
ない個性豊かな方々で大変楽しかったです。 

　終わりに会員諸兄の益々のご発展とご健康をお祈
りし、私のこの 10 年の振り返りとします。

第 58代会長 (2013-2014) 牧野國雄
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60周年記念事業  - 記念講演会 - 60周年記念式典



HIRATSUKA

9　Hiratsuka Rotary Club 60th Anniversary Hiratsuka Rotary Club 60th Anniversary　10

60周年記念事業 -中国ハンセン病支援 - 60周年記念事業  - ゴルフコンペ -
創立60周年記念としてチャリティーゴルフ大会を開催し、平日にも拘わらず175名のプレーヤーにご
参加いただきました。　2016 年 12月 10日平塚ロータリ－の代表が

快復村を訪問しました。この村にはハンセン病
の方々がたくさん住んで居られます。2002年に
ＪＩＡ(中国のＮＰＯ)Joy in action により「快復
村」と名付けられています。
　地元の学生を巻き込んで「快復村にやってくる
人々の流れを作ろう」との活動でボランティアの
方々と共にワークキャンプを立ち上げています。
　平塚ロータリークラブは創立 60 周年事業の
一環としてこの村の方々を支援しています。
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地域社会 とともに 湘南ひらつか七夕まつり 緑化まつり -巣作り教室 -
竹飾りは会員の手作りです。たなばたを盛り上げるためみんなで協力しています。 　巣箱づくり教室は、平塚市緑化まつりのなかで

1975 年 4月より現在まで毎年実施しています。
親子が仲よく作業する事で、子供たちに自然と緑
を愛し、野鳥を愛する優しい気持ちが育つように
と計画されました。
　
　平塚ロータリークラブでは、あらかじめ巣箱
組み立て材料キットを用意し、当日は会員が指
導しながら巣箱を作成します。出来上がった巣箱
は総合公園内の大木にもたくさん据え付けられ
ています。
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少年少女マラソン大会地域社会 とともに よい音楽に親しむ会

インターアクト

　平塚市教育委員会と共催、平塚市陸上競技協会主管
で、市内小学校５年以上中学生までを対象に1971年
から現在まで、毎年３月に実施しています。

　開催当初は湘南海岸公園で、現在は平塚市総合公園
で開催しています。

　この大会から、２００６年アジア競技会女子マラソ
ン銅メダルの小幡佳代子選手をはじめ、箱根駅伝都道
府県対抗駅伝などの選手たちが育ちました。

　クラブの創立 50 周年を記念して、2006 年に
第１回を平塚市中央公民館で開催。以来市内の
全小・中学校を対象に、各校の体育館などで毎年
開催しています。これは市内の６年生と中学生を
対象に、内外の「よい音楽に親しむ」ことで情操
豊かな人に成長して欲しいという願いで計画しま
した。　
　演奏は、平塚市出身の声楽家・岩崎由紀子氏
（国立音大教授）のほか市内、県内在住の演奏家
が出演。クラシックの名曲のほか、親しみ深い
ポピュラーな曲もあり、子供たちは楽しく聴き入
っていました。

パネル展
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国際的 つながり 台南東ロータリークラブ訪問 花巻ロータリークラブ訪問

日中若者交流会

　平塚ロータリークラブでは 1962 年にアメリ
カ・レッドウッドロ－タリ―クラブ、1972年に
台湾・台南東ロータリークラブと姉妹クラブに
なりました。以来、現在までお互いのクラブを
訪問するなど、国際的な交流を続けています。

　1984年岩手県 花巻ロータリークラブと友好クラブ締結しました。以来、毎年訪問交流をしています。
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活動 記録 新会員歓迎 クリスマス 家族例会

花火大会鑑賞 家族例会 ニューイヤーコンサート
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活動 記録 新会員の集い 企業訪問

新会員歓迎会ロータリーDAY&END POLIO NOW

　第８グループ（平塚・大磯・平塚北・二宮・平塚西・
平塚南・平塚湘南）の７つのクラブが、共同で
世界ポリオ撲滅運動・END POLIO NOWに参加
しました。グループとしては初めての試みです。
インターアクトの生徒さんとも協働し、総勢で
1500名余りの方々の協力を得て、市民の皆様か
らもたくさんチャリティーをいただきました。
　「ポリオ撲滅」は 1979 年以来ずっと、世界中
のロータリークラブの長年の悲願であります。
現在 99.9％の国からポリオが無くなり、あとほ
んの少しのワクチンで、世界中の子供たちを救
うことが出来ます。
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広報・記録部会
委員長
副委員長
記念誌
記念誌
展　示
撮　影
撮　影

清水雅広
鶴井雄仁
杉山昌行
江藤博一
桐本・菅原
杉山善弥
豊川忠紀

特別顧問

小泉芳郎
升水富次郎
小笠原勲
福澤正人
秋山佳彦

鈴木栄一
成瀬正夫
升水一義
福山　駿

実行委員会

委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員

常盤卓嗣
鳥海衡一
桐本美智子
杉山善弥
小飯塚立雄
牧野國雄
清水孝一

2016-2017 年度

会　長
会長エレクト
副会長
幹　事

清水孝一
片野之万
杉山昌行
高橋賢二

委員長
副委員長
副委員長
事務局
会　計

髙橋建二
青山紀美代
増田尚文
山崎芳樹
尾上達也

総務・渉外部会
委員長
副委員長

白石慎太郎
鳥山優子

式典・懇親会部会

委員長
副委員長

清水　裕
柏手　茂

記念事業部会

懇親会

委員長
副委員長
進行

会場

秋山　智
前田孝平
小林　誠
今村佳広

瀬尾光俊
米山俊二

式　典

委員長
副委員長
進　行

会　場

接　待

受　付

救　急

三荒弘道
小野　学
菅原喜幸
江藤博一

嶋田政光
栗原良彰

片野之万
鳥海衡一
掘　康紀
関口幸恵
山崎芳樹

小笠原勲
永瀬剛史

講　演

委員長
副委員長
進　行

会　場

講師接待

受　付

救　急

木村義広
関口幸恵
江藤博一
菅原喜幸

米山俊二
嶋田政光
柳川信男
鳥海衡一
片野之万
掘　康紀
関口幸恵
山崎芳樹

小笠原勲
永瀬剛史

記念事業

委員長
副委員長
記念事業

原田伊三郎
森　誠司
西村裕子
柳川正人
馬上　晋
折笠剛士
江藤博一
関口幸恵
鈴木忠治
豊川忠紀
大澤一仁
玉井常裕

記念ゴルフコンペ

委員長
副委員長
進　行

会　場

接　待

受　付

救急

葛西　敬
鈴木忠治
元吉裕員
日坂泰之
豊川忠紀
秋山　智
飯塚和夫
竹下徹洋
常盤卓嗣
青山紀美代
三荒弘道
高橋賢二
鳥山優子
山崎芳樹
小笠原勲
永瀬剛史

創立 60周年記念事業実行委員会 組織図 創立 60周年記念事業　決算報告

60 周年記念式典会費
合計

ゴルフ残金
一般会計振替
ご祝儀 ( 収入 )
財団補助金解約時利息
決算利息
合計

600,000
600,000

600,000
600,000

10,000×60 名（会員）
-①

300,000
3,580,000
600,000

0
4,280,000

310,026
3,580,000
585,000

1
29

4,475,056
-②

項　目 予算額 決算額 備　考

項　目 予算額 決算額 備　考
記念事業（寄付）
記念講演会　5月 12 日
講師謝礼
会場費
折りたたみ椅子、イーゼル（5/12）
講演会運営費
　　パネル作成料
　　アクリルケース
　　飲食代（5/12）

記念例会・式典
　　会場費
　　式典案内状
　　感謝状作成他
　　演奏料
　　クラブ紹介 VTR 制作他、A1ポスター出力
　　プログラム、チラシ、ポスター
　　展示用イーゼル
広報費
　　掲載料
雑費・諸経費
　　記念品
　　来賓土産
　　来賓土産
　　だるま
　　交通費
記録費用
　　記念誌
事務費

合計

200,000

1,100,000
110,000
120,000
70,000

1,200,000
40,000
40,000
60,000
180,000
200,000
70,000
150,000

500,000

800,000

40,000

4,880,000

200,000

1,088,220
109,080
112,104
10,800
19,460
24,624
6,636

1,163,322
36,600
34,497
60,000
181,980
195,480
62,208
32,400
108,000
93,000
313,740
34,000
26,600
15,000
12,360

192,500
1,304

334,052
4,467,967

神奈川県動物保護センター基金

（株）Ａ and Live（ジャパネット高田　高田様）
湘南ステーションビル
レントオール平塚
演台生花（フラワーショップはなまさ）
展示パネル制作費（丸善清水）
パネルアクリルケース（額ノセ）
飲み物代（セブンイレブン）

サンライフガーデン
式典案内状（山協印刷）
感謝状作成
生演奏（２名：平澤、金井様）
（オフィスマルクラ）
山協印刷
レントオール平塚
チラシ同封サービス（平塚商工会議所）
タウンニュース、湘南ジャーナル各 54,000 円
電動自転車２台
名入れタオル、バッヂ（トキワヤ他）
花吹雪（船橋屋織江）
都まんじゅう（つるや製菓）
荒井だるまや
タクシー代（江南交通）

山協印刷、マルクラ、編集データ作成
残高証明発行手数料
一般会計に繰り入れ
-③

①+②-③

収支

支出

収入

0 607,089 一般会計へ繰入
項　目 予算額 決算額 備　考



国際ロータリー第2780地区・第8グループ

平塚ロータリークラブ

〒254-0812
神奈川県平塚市松風町2-10
平塚商工会議所会館内

【TEL】0463-23-5955
hiratsuka-rotary.jp




